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５
月
29
日
の
常
議
員
会
で
日
本
商
工
会
議

所
理
事
・
産
業
政
策
第
一
部
長
の
荒
井
恒
一

氏
が
、「
民
法（
債
権
関
係
）
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
講
演
し
ま
し
た
。
債
権
関
係
の
改
正

は
明
治
29
年
の
制
定
以
来
、
約
１
２
０
年
ぶ

り
で
、
約
１
０
０
０
条
の
う
ち
、
約
４
０
０

条
が
改
正
さ
れ
ま
す（
２
０
２
０
年
４
月
１

日
施
行
）。
改
正
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

〈
個
人
保
証
の
制
限
〉

　

個
人
の
保
証
契
約
は「
企
業
経
営
者
等
」

以
外
の
第
三
者
の
保
証
は
無
効
と
な
る
。

・「
企
業
の
経
営
者
等
」
と
は
①
、
②
の
者

　

①
主
た
る
債
務
者
が
法
人
の
場
合
：
理
事
・

　

取
締
役
・
執
行
役
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

　

者
、法
人
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
者
。

　

②
主
た
る
債
務
者
が
個
人
の
場
合
：
事
業

　

の
共
同
経
営
者
、
主
た
る
債
務
者
の
事
業

　

に
現
に
従
事
す
る
配
偶
者
。

※
保
証
契
約
締
結
日
前
一
ヶ
月
以
内
に
保
証

　

人
本
人
が
公
証
役
場
に
出
向
き
、
公
正
証

　

書
の
作
成
に
よ
り
、
保
証
す
る
意
思
を
明

　

確
に
し
た
場
合
は
除
か
れ
る
。

〈
債
権
譲
渡
〉

　

従
来
は
特
約
を
外
さ
な
い
限
り
で
き
な
か
っ
た
債

権
譲
渡
が
、特
段
の
手
続
き
を
経
な
く
と
も
可
能
に
。

〈
約
款
〉

・
約
款
を
使
用
す
る
旨
を
相
手
方
が
合
意
し
て
い

　

る
又
は
、
約
款
を
あ
ら
か
じ
め
相
手
方
に
表
示

　

し
て
い
る
場
合
、
約
款
が
契
約
内
容
に
な
る
。

・
信
義
則
に
反
し
て
相
手
方
の
利
益
を
一
方

　

的
に
害
す
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効

　

力
は
認
め
ら
れ
な
い
。

〈
法
定
利
率
〉

・
民
法
で
定
め
る
法
定
利
率
を
変
動
制
に
変
更
。

・
改
正
民
法
施
行
時
の
法
定
利
率
は
３
％
。

・
法
定
利
率
は
３
年
ご
と
に
１
％
刻
み
で
見
直
す
。

〈
消
滅
時
効
〉

・
現
行
の
職
業
別
の
短
期
消
滅
時
効
を
廃
止

　

し
、
一
本
化
す
る
。

・
債
権
者
が
権
利
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
知
っ

　

た
時
か
ら
５
年
又
は
権
利
を
行
使
す
る
こ
と

　

が
で
き
る
時
か
ら
10
年
の
い
ず
れ
か
早
い
方

　

の
期
間
満
了
を
も
っ
て
時
効
が
完
成
す
る
。

〈
賃
貸
借
契
約
〉

　

敷
金
か
ら
差
し
引
け
る
損
害
金
の
う
ち
、

目
的
物
の
損
傷
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
。

※
通
常
の
使
用
及
び
収
益
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
傷

　

並
び
に
経
年
変
化
に
よ
る
分
は
差
し
引
け
な
い
。

◆
「
民
法
改
正
普
及
・
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

　
（
日
本
商
工
会
議
所
発
行
）
を
ご
希
望
の
会

　

員
事
業
所
様
に
当
所
窓
口
に
て
６
月
26
日

　

以
降
、
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。

　

当
所
経
営
相
談
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
２
５
―
２
９
０
―
４
４
１
１

ご
紹
介
件
数
上
位
の
皆
様
を
表
彰

～
平
成
29
年
度
会
員
増
強
運
動
～

　

５
月
開
催
の
常
議
員
会
に
お
い
て
会
員
紹

介
件
数
の
上
位
５
位
ま
で
の
皆
様
に
対
し
て

福
田
会
頭
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
入
会
数
は
２
２
１
社
で
、

年
度
末
会
員
数
は
４
５
１
０
社
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
会
員
増
強
に
ご
協
力

を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

民法改正について講演する日商荒井部長

学会・イベント・式典の開催の際は、
私たちの技術をお役立てください。

民
法
大
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
常
議
員
会
講
演
会

会員紹介件数上位の皆様と正副会頭・専務理事

（会員ご紹介上位５位の皆様）
（敬称略）

順
位 事業所名 紹介

件数

1 アクサ生命保険㈱
新潟支社 19

2 ㈱金田塗装工業 4

2 東京海上日動火災
保険㈱新潟支店 4

3 ㈱池田看板 3

3 三井生命保険㈱
新潟支社 3
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会議所の き動
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三
業
会
館
で
の
最
後
の
〝
お
ひ
ろ
芽
”

　

５
月
16
日
、
柳
都
振
興
㈱
に
今
春
入
社
し

た
新
人
古
町
芸
妓
の
お
ひ
ろ
芽（
お
披
露
目
）

の
会
が
、三
業
会
館
（
中
央
区
西
堀
前
通
９
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
、那
緒
さ
ん（
那

覇
市
出
身
）、
さ
つ
き
さ
ん
（
新
潟
市
出
身
）、

ふ
み
嘉
さ
ん
（
同
）、
咲
也
子
さ
ん
（
長
岡
市

出
身
）
の
４
人
で
、
一
度
に
４
人
が
入
社
す
る

の
は
同
社
設
立
以
来
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

先
輩
芸
妓
と
と
も
に
舞
台
に
上
が
っ
た
４

人
は
、
春
か
ら
の
稽
古
の
成
果
と
し
て
初
々

し
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
し

が
決
ま
っ
て
い
る
三
業
会
館
の
お
別
れ
会
も

兼
ね
て
開
催
さ
れ
、
約
50
年
に
わ
た
り
古
町

花
街
の
歴
史
を
彩
っ
た
同
会
館
で
の
最
後
の

″
お
ひ
ろ
芽
”
と
し
て
、
多
く
の
来
場
者
が

名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

特
定
退
職
金
共
済
制
度
の

�

普
及
活
動
優
秀
者
を
表
彰

　

５
月
24
日
、
平
成
29
年
度
の
特
定
退
職
金

共
済
優
良
普
及
員
表
彰
式
を
、
市
内
ホ
テ
ル

に
て
開
催
し
、
年
間
募
集
実
績
が
優
秀
な
普

及
員
４
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

・
優
秀
賞

�

古
俣
千
恵
子 

様（
三
井
生
命
）

・
優
秀
賞
・
努
力
賞

�

　
白
川
　
真
美 

様（
三
井
生
命
）

・
優
秀
賞

�

　
　
　
　
　
石
黒
　
幹
子 

様（
大
同
生
命
）

・
努
力
賞

�

　
　
　
　
　
早
津
　
信
子 

様（
三
井
生
命
）

　
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
は
新
潟
税
務

署
長
承
認
の
も
と
、
当
所
が
運
営
し
て
い
る

制
度
で
す
。
掛
金
は
１
口
１
０
０
０
円
か
ら

最
高
30
口
（
３
０
０
０
０
円
）
ま
で
設
定
で

き
、
全
額
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
計
上
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

退
職
金
制
度
の
確
立
は
、
従
業
員
の
確
保

と
定
着
化
、
職
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
も
効
果
的
で
す
。
昨
年
度
も
多
く
の
新

規
加
入
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
、
こ
の

機
会
に
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

お
問
合
せ
は
、当
所
会
員
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
。

℡
０
２
５
―

２
９
０
―

４
４
１
１

〈
取
扱
生
保
〉（
五
十
音
順
）

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険（
株
）／
住
友
生
命
保

険（
相
）／
大
同
生
命
保
険（
株
）／
富
国
生
命

保
険（
相
）／
三
井
生
命
保
険（
株
）／
明
治
安

田
生
命
保
険（
相
）

「
31
年
度
税
制
改
正
・
中
小
企
業
政
策

に
関
す
る
要
望
」
に
つ
い
て
意
見
交
換

�

～
企
業
経
営
委
員
会
～

　

企
業
経
営
委
員
会
（
佐
藤
紳
文
委
員
長
）

は
、
４
月
24
日
（
第
１
回
11
名
出
席
）
お
よ

び
５
月
22
日
（
第
２
回
12
名
出
席
）
に
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
で
は
、
同
委
員
会
が
実
施
し
た
「
平

成
31
年
度
税
制
改
正
お
よ
び
中
小
企
業
政
策
に

関
す
る
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
で
は
、
前
回
の
意
見
を
踏
ま
え
た

要
望
書
素
案
に
つ
い
て
、事
務
局
説
明
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
事
業
承
継
を
行
う
上
で
一

番
の
課
題
と
な
る
非
上
場
株
式
の
評
価
方
法

の
見
直
し
や
消
費
税
の
軽
減
税
率
・
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
反
対
を
引
き
続
き
要
望
す

べ
き
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
意
見
を
集

約
し
、
最
終
要
望
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
を
行

う
予
定
で
す
。

第
７
回　

夢
コ
ン
に
い
が
た

�

２
０
１
８
を
開
催
！

　

鳥
屋
野
潟
の
春
の
祭
典「
に
い
が
た
カ
ナ
ー

ル
彩
」
の
一
環
と
し
て
、
20
歳
以
上
の
独
身

男
女
を
対
象
と
し
た
「
夢
コ
ン
に
い
が
た
（
主

催
：
新
潟
市
南
商
工
振
興
会　

夢
コ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
８
、
共
催
：
当
所
）」
が
、

４
月
29
日
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
２
Ｆ 

Ｖ
Ｉ
Ｐ
ラ
ウ
ン
ジ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
男
性
33
名
、
女
性
35
名
。

　

７
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
動
物

占
い
婚
活
」。
運
勢
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
高
橋

佳
生
氏
が
参
加
者
の
考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー

ン
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
診
断
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
、
出
会

い
の
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
４
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
、
今
後
の
結
婚
へ
の
期
待
を
背
に

祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

この日お披露目となった新人芸妓４人

前列左から、早津様、白川様、古俣様、石黒様
後列左から、大同生命 井手支社長、当所 早福専務理事、三井生命 永松支社長

動物占いの相性を説明する高橋氏


